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研究成果の概要（和文）：非アルコール性脂肪性肝炎（NASH）は、飲酒歴がないにもかかわらず中性脂肪を主とする脂
肪の蓄積が肝細胞に起こり、炎症・線維化等のアルコール性肝障害と同様の所見を認める予後不良な疾患である。本研
究は独自に開発したNASHを自然発症するマウスを用いて、NASHの診断に有用な非侵襲的な診断マーカーを探索すること
を目的とした。その結果、apolipoprotein A-Vなどの６種のタンパク質が新規NASHマーカー候補として有用である可能
性を見出した。

研究成果の概要（英文）：Nonalcoholic steatohepatitis (NASH) is poor prognosis disease with inflammation 
and fibrosis in liver as well as steatosis without apparent drinking history. The aim of this study was 
to explore novel noninvasive diagnostic marker for NASH by using unique NASH model mouse. We found 6 
proteins including apolipoprotein A-V are valuable novel candidates for diagnosis of NASH.

研究分野：口腔外科学
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１．研究開始当初の背景 
 人間ドック検診結果の調査によると、現在
本邦には 200 万人以上の NASH 患者が存在
するものと推定されている。NASHの診断と
しては、血清中トランスアミラーゼ値や、血
小板数低下、線維化マーカー、フェリチン値
高値などの血液生化学検査が用いられるが、
これらの指標は病態の進展度合いとの相関
性が低く、最終的な確定診断は肝生検を行な
う以外にないのが現状である。また、病勢の
判断にも有用な診断法がなく、肝生研に頼ら
ざるを得ない。これらのことが NASH の発
見の遅れを招いており、簡便な非侵襲的な
NASH診断マーカーが開発されれば、診断ス
ピードの改善や患者への負担の軽減のみな
らず、NASHの臨床そのものが劇的に改善す
るものと思われる。 
 我々はこれまでに NASH の成因に関する
研究を行ってきた。その中で、NASHの進展
や防御に重要な因子として、転写因子 Nrf2
とストレスタンパク質 p62を見出した。大変
興味深いことに、我々の作製したNrf2と p62
遺伝子を欠損した遺伝子二重欠損（DKO）マ
ウスは、通常食の投与下で自然に NASH を
発症し、一部のマウスの肝臓に腫瘍が発生す
る こ と が 明 ら か に な っ た （ 特
願:2012-078966）。本 DKO マウスには、右
図および次頁図に示すように加齢とともに
著明な体重増加が見られ、肝臓に生じる炎症、
繊維化の程度も増悪して行く。さらに、腫瘍
の発生が 50週齢以降の高齢時に約 10%の個
体に見られる。これらの所見、特に加齢とと
もにゆっくりと病態が進行して行く点は、ヒ
トの NASH 病態と非常に類似しており、こ
れまでに例のないモデル動物である。 
 
２．研究の目的 
 本研究はこの DKO マウスを用いて、その
血清に含まれる NASH の診断に有用な非侵
襲的な診断マーカーを探索することを目的
とした。 
 
３．研究の方法 
 32 週齢または 62 週齢の野生型（WT）及び
DKO マウス計 4 群（各群 2 匹）の血清をマル
チプルアフィニティー除去スピンカートリ
ッジ（アジレント社）を用いてアルブミンと
IgG の除去を行った。サンプルの一部を分取
し、タンパク質定量を行った。タンパク質定
量は Bradford 法(Sigma, Bradford reagent)
を用い、タンパク質濃度は BSA 標準品を用い
近似した。タンパク質量として 180 µg 分の
サンプル溶液を 1.5 mL チューブに分取し、
トリクロロ酢酸(TCA)濃度が 15%となるよう
に冷 100%TCA 溶液を添加した。軽く混合した
後、2 時間氷上にて静置してタンパク質を沈
殿させた。沈殿は遠心(20,000g× 15min, 
4°C)にて回収し,冷エタノール/エーテルに
て十分洗浄した後、室温にて乾燥させた。こ
れに IEF lysis buffer 250 µL を加え、室温

で 45 分間撹拌した後、超音波処理を 5 分間
行い、タンパク質を再溶解した。飽和ブロモ
フェノールブルー溶液 1 µL および IPG バッ
ファー(pH 3-10 NL, GE ヘルスケア)1 µL を
加えて撹拌し、遠心(20,000g×15min, 室温)
して不溶物を沈殿させ、上清を等電点電気泳
動サンプルとした。 
 調製した等電点電気泳動サンプルを
Immobiline DryStrip gel (pH 3-10 
non-linear, 13cm, GE ヘルスケア)にアプラ 
イし、5 時間ゲルの膨潤を行った。膨潤後の
ゲルをフォーカシングトレイにセットし、
PROTEAN IEF Cell (Bio-Rad 社)にて等電点電
気泳動を行った。 
 等電点電気泳動後のストリップゲルを平
衡化バッファー(6 M urea, 20% glycerol, 2% 
DTT, 2% SDS, 100 mM Tris-HCl, pH8.8)に完
全に浸し、45分間振とうして平衡化した。平
衡化したゲルを 10-18%ポリアクリルアミド
グラジエントゲル(16 cm× 16 cm,バイオク
ラフト社)にセットし、25 mA/枚 Constant 
Current にて電気泳動を行った。泳動先端が
ゲル下端に到達した時点で電気泳動を終了
した。 
 電気泳動後のゲルは固定液(10%メタノー
ル,7%酢酸溶液)で 30 分間振とう後、SYPRO 
Ruby (Molecular Probe 社)にて遮光下で一晩
染色した。染色後のゲルは 10%メタノール、
7%酢酸溶液で十分洗浄した。電気泳動画像は
Molecular Imager FX(Bio- Rad 社)を用いて
取得した。 
 二次元電気泳動の画像解析は PDQuest 
ver.7.30 (Bio-Rad 社)を用いて行った。解析
は同一週齢サンプルのn-2でそれぞれ実施し、
3 倍以上の増減があったスポットを抽出し、
さらに n-1、n-2 で共通に検出されたスポッ
トを抽出した。 
 抽出したスポットについて、M /M イオン
サーチによるタンパク質同定を実施した。デ
ータべース検索エンジンとして Mascot 
(Matrix Science Inc.) を用い、NCBI データ
べースを用いて検索を行った。検索の際、生
物種として"Mus."に設定した。尚、イオンス
コア>32 のペプチドについて有意に同定され
たと判断した。 
 
４．研究成果 
 同週齢の WT、DKO 間で 3倍以上の増減が認
められるものとして以下のタンパク質が同
定された。 

 



 

 

 
以上のうち、再現性、Mascot Score が高いも
のとして apolipoprotein A-V、C4 complement 
proteinが初期NASHマーカーとして有用であ
る可能性が示唆された。さらに、62 週齢の比
較から見出された immunogloblin gamma 
kappa chain variable region、serum amyroid 
P-component precoursor、Ig kappa chain V 
region(G2a)、および pregnancy zone protein
の4種タンパク質は高度に病態が進んだNASH
を反映する血中マーカとして有用な候補で
あることが示された。これらの新規に同定さ
れたマーカー候補はいずれもこれまでに報
告がないタンパク質であり、これらを組み合
わせて測定することでより精度の高い NASH
診断につながる可能性がある。今後の臨床応
用に向けた研究に発展することが期待され
る。 
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